
信州やまなみ国スポ・全障スポ 

「第２回総務企画専門委員会」の開催結果について 

 

１ 日  時 

  令和８年７月 10 日（金） 13:30～14:00 

 

２ 場  所 

  オンライン併用会議 

  主会場：長野県スポーツ会館 ２階会議室（長野市大字南長野字聖徳 545-1） 

 

３ 構成団体及び出席者 

 (1) 構成団体 

   県スポーツ協会、県障がい者スポーツ協会、経済関係団体、市長会、町村会 等（20名） 

 (2) 出 席 者 

   本人出席：11名、代理出席：５名 計 16 名 

 

４ 委員会概要 

〈報告事項〉 

(1) 総務企画専門委員会 委員の変更について 

(2) 実行委員会における決定事項について 

(3)  信州やまなみ国スポ開催予定施設名の変更について 

    事務局から一括して説明 → 質疑なし 

 

〈審議事項〉 

信州やまなみ国スポ・全障スポ 参加章デザイン（案）について 

事務局から説明 

（委 員） ポスターやメダルなどのデザインコンセプトとの統一は図らなくてよいのか。 

（事務局） それぞれ所管する専門委員会で審議・決定するものであるが、大会スローガ

ンや長野県らしさを取り入れたデザインとなるよう進めている。 

（委 員） 開催県ごとに特徴を出すものだと思うが、今回のデザイン案のように二つの

ものを組み合わせたような参加章に過去の事例はあるのか。 

（事務局） 従来は参加章が選手やスタッフ等を識別するための役割も担っていたことか

ら、丸型のバッジが主流であり、今回のような形状の事例はあまり多くない

と認識している。 

（委 員） 過去の参加章も見せてもらえると選定しやすい。 

（事務局） 過去大会の参加章事例について資料を共有。 

（委 員） 「2028」の「0」の部分にハートマークや手のデザインを用いているが、この

ような事例もあるのか。また、大会基本構想やスローガンを踏まえてデザイ



ン選定を進めていただきたい。 

（事務局） 今年度開催される青森大会においても「2026」の部分に大会ロゴと統一した

デザインが用いられている。今回のデザイン案における「2028」の部分は信

州やまなみ国スポ・全障スポの大会ロゴを活用したものであり、大会愛称で

ある「やまなみ」のように人と人が手をつなぎ連なっていく様子を表現して

いる。 

（委 員） 参加章を作成するに当たり、国スポ・全障スポとして定められた規定等はあ

るのか。 

（事務局） 仕様やデザインに関する規定はない。 

（委 員） 留め具については様々な種類があるが、マグネットタイプは外れやすく紛失

につながるため慎重に検討した方がよい。また、安全ピンタイプは安全面へ

の配慮が必要である。タックピン式なども含め、費用面を考慮しながら検討

していただきたい。あわせて、水引と木製チャームをつなぐ金具についても、

外れにくい加工とするなど配慮してほしい。 

（事務局） 留め具や金具の仕様については、今後発注に向けて業者と協議しながら検討

していく。 

→ 原案どおり可決 

 


